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2009 年（平成 21 年）告示の高等学校学習指導要領 1)では，高校教育の目的として, 生徒が社
会人として一般的な教養を高め, 専門的な知識, 技術及び技能を習得し, 個性に応じて将来の進
路を決定し, その実現に向けて自らを向上させる力, 職業を選択する力を養うことが標榜されて































活動等の充実を図ることも必要である」 と述べている。  



















35 年）及び 1970 年(昭和 45 年)の高等学校学習指導要領 7) 8)における目標においても，「工業の
各分野における中堅の技術者に必要な知識と技術を習得させる」と述べている。 
しかし，1978 年(昭和 53 年)以降の高等学校学習指導要領 9)の改定内容では，工業科の目標か
ら「中堅技術者」の養成という文言が削除され, 工業科の専門科目の最低履修単位数が 35 単位
第１章 緒論 
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から 30 単位に削減されてきている。その後，1999 年（平成 11 年）3 月告示 (2003 年一部改定) 
高等学校学習指導要領 10)では, 工業科の専門科目の最低履修単位数がさらに30単位から25単位
にまで削減されてきた。また，卒業単位数に触れても 1951 年（昭和 26 年）の試案では，85 単
















我が国のキャリア教育の成り立ちについては，1915 年(大正 4 年)，入沢宗壽が著書の「現今




1925 年（大正 14 年），内務省，文部省連盟による通牒「少年職業書紹介二関スル件」が職業紹
介所と小学校との連携による職業紹介を求めたことで学校教育へ拡大した 12)。また，我が国にお
ける職業指導の定義については，1947 年（昭和 22 年）に交付された職業安定法 5 条 13)によれば，
「職業に就こうというものに対し，その者に適当な職業の選択を容易にさせ及びその職業に対す
る適応性を大ならしめるために必要な実習，指示，助言その他の指導を行うことをいう」と標記
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に，教師が教育の一環として，組織的，継続的に援助する過程である」と説明された。そして,



























さらに，文部科学省 2004 年（平成 16 年）は，キャリア教育を「児童生徒一人ひとりのキャリ
ア発達を，それにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を育てる教
育」と捉え，「児童生徒一人ひとりの勤労観・職業観を育てる教育」20)とされている。また，2 年
後の 2006 年（平成 18 年）に 60 年ぶりとなる教育基本法が改正され，その翌年には，学校教育
第１章 緒論 
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参考になる」とされ，2002 年（平成 14 年)に同研究センターが提示した「4 領域 8 能力」は，そ
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Competent とは『自信をもてる』ことであり，児童生徒が『やればできると感じ，自信がもてる
ようになる』ことが Competency-based の効果である」と示している。 
























































自己効力感 (Self-efficacy) という概念は，1977 年に”Psychological Review”誌に掲載され
た“Self-efficacy toward a unifying theory of behavioral change”という Bandura の論文から
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獲得されると指摘している。まず，一つ目の情報源である個人的達成  (Performance 
accomplishments) とは, 自ら行動して達成経験することであり, 自己効力情報源の中で,最も
強力かつ有効な要因とされている。二つ目の情報源である代理学習 (Vicarious learning) 効果と
は, 自分で行動しなくても社会的モデルの成功過程を観察することで, 自分にもできそうだと効
力予期を形成することである。三つ目の情報源である言語的説得 (Verbal persuasion) とは, 他
者からの示唆・勧告を受け, 自己効力が上昇することである。四つ目の情報源である情緒的喚起
(Emotional arousal) とは，生理的反応によって効力予期が影響を受けることであると述べてい
る 27) 28)。また，Bandura(1985)29)は，人間の行動を決定する要因として, 先行要因・結果要因・
認知的要因（予期機能）の三つを示しており，個人の認知的要因が行動変容に果たしうる役割に
ついて検討している。その結果から，ある行動がどのような結果を生み出すかという予期を結果
予期 (Outcome expectancy) , ある結果を生み出すために必要な行動をどの程度うまくできるの





















































な関心をもっているかという「キャリア関心性」, 自己のキャリアへ対して, 将来展望を持ち, 計
画的であるかという「キャリア計画性」, 自己のキャリアへの取り組み姿勢が,自律的であるかと
第１章 緒論 



















キャリア心理学の分野において，進路不決断 (Career indecision) と呼ばれている(Osipow, 
Carney & Barak1976)41)。進路不決断について清水(1990)42)は，どのような原因で不決断が生じ
ているのかを因子分析し，進路不決断尺度を構成している。この尺度は，「将来の職業の意志決定」






























に対する自己効力感，Career Self-efficacy) の概念を初めて用いたのは,Hackett & Betz(1981)47)
である。彼らは，Bandura の提唱した社会的学習理論を職業選択の領域に応用し，社会的認知理
論 (Social cognitive theory) を構築している。さらに，Betz & Hackett(1981)48)は，職業に対す
る興味と職業に関する自己効力感との間に関連性がみられており, 効力の信念が強いほど, 所定
の職業分野に興味をより多く示し, 職業に関する自己効力感が, 職業興味を高めていくことを示
している。そして, Taylor & Betz (1983)49)は，「進路選択に対する自己効力の強い者は，進路選
択行動を活発に行い，努力をする一方，自己効力の弱い者は，進路選択行動を避けたり，不十分
な活動に終始してしまう」と述べている。特に, Lent, Larkin & Brown(1989)50)は，職業に関す
る自己効力感と職業に対する興味が結びついて生徒が自己の職業選択を予測すると指摘している。   































Taylor & Betz(1983)49)の大学生を対象とした「Career Decision－Making Self－Efficacy 
Scale(CDMSE)」を参考に開発された自己効力測定尺度研究が見られる。富永(2008)64)は，Taylor 





























因子の 11 因子で構成された自己効力尺度である。その他にも，安達 (2001a)69)の「進路選択に対
する自己効力感尺度」では，Taylor & Betz(1983)49)，浦上(1995)46)，古市(1995)66)及び冨安
(1997a)67)を参照にしたが，5 因子構造ではなく 1 因子が妥当であることを確認している。長岡・
松井・山田(2001)70)の「進路選択に対する自己効力尺度」では，浦上(1995)46)や古市(1995)66)及
び冨安(1997a)67)，長岡・松井(1999)71)を参考にしており，「自己評価」因子，「情報収集」因子，






















































































進路選択自己効力も高いが，AO 選抜の間（高校 3 年生の 6 月～11 月）の個人内の自己効力には
















































子の 5 因子を抽出している。その 5 因子と学科，教職経験年数，指導意図との関連性の検討が見
られている。その結果，「探究性」因子および「適応性」因子においては学科，教職経験年数，指
導意図等の要因による差異は認められず，工業科の教師間に比較的安定した共通認識が形成され
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厚生労働省の統計資料によると，2014 年(平成 26 年)3 月に高校を卒業し，就職した者のうち，





























態とその形成要因，影響を把握するためには，少なくとも次の 3 つの問題が挙げられる。 
4.1工業高校生の職業に対する自己効力感の構造的な把握（研究課題 1） 
第１章 緒論 


































































研究課題に即して，本研究では第 2 章以降を次のように構成する（図Ⅰ-1）。 
第１章 緒論 






第1章 緒論  工業高校の将来の職業に対する自己効力感研究の必要性を提起 
 
第 4 章 工業高校生のキャリア成熟が職業に対する自己効力感に及ぼす影響 
第 5 章 工業高校生の自己概念形成が職業に対する自己効力感に及ぼす影響 
 
研究課題 2：工業高校生の職業に対する自己効力感の形成要因に関する検討 
第 8 章 工業高校生の職業に対する自己効力感に着目した進路指導の実践 
第 9 章 実践校における職業に対する自己効力感の 
就職後の変容に関する事例 
図Ⅰ-1 本研究の構造 
第 10 章   結論及び今後の課題 
 
第 6 章 工業高校生の職業に対する自己効力感と時間的展望体験との関連性 







第 2 章 工業高校生の職業に対する自己効力感の構造把握 
第 3 章  企業が工業高校生に求める基礎的・汎用的能力， 
社会人基礎力と職業に対する自己効力感の形成期待との関連性 
第１章 緒論 
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 5.2論文の構成 

























研究課題 3 に対しては，第 6 章から第 7 章において，過去・現在・未来という時間的な連続性















ション・リサーチを実施する。工業高校の最終学年である 3 学年時には，1・2 学年時の進路指導
を基礎としつつ，より具体的に個々の生徒の進路実現を図るため，進路指導が強化され実施され
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第 2 章で把握された自己効力感の構成因子に及ぼす影響力を, 全体及び学年別に検討する。 
 
第 5 章「工業高校生の自己概念形成が職業に対する自己効力感に及ぼす影響」 










子,「過去受容」因子の各因子に及ぼす影響力を, 全体及び学年別に検討する。  
 
第 7 章「工業高校 3 学年時における生徒の職業に対する自己効力感が進路不決断に及ぼす影響」 








第 8 章「工業高校生の職業に対する自己効力感に着目した進路指導の実践」 
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て縦断的に 3 学年時の進路指導の取り組み時期による，（啓発期）4～5 月，（探索期）6～7 月，
（受験期）9～10 月，（追指導期）11 月以降に実施し検討する。 
 
第 9 章「実践校における職業に対する自己効力感の就職後の変容に関する事例検討」 
第 9 章では，工業高校生の在籍時における職業に対する自己効力感の就職後の変容について事
例検討することを目的とする。具体的には，卒業目前となる 3 月から就職後 5 ヶ月以上経過した
8 月から 10 月に個別面談による半構造化面接及び第 2 章で把握された，工業高校生の職業に対す
る自己効力感尺度の調査を実施する。 
 
第 10 章「結論及び今後の課題」 
第 10 章では, 各章で得られた知見を整理すると共に, 生徒の職業に対する自己効力感形成の
観点から，教育実践に与える示唆を考察すると共に, 今後の課題を検討する。 
















(1）対象   
調査は，H 県内及び O 市内の公立工業高校計 3 校の 3 学年，男子 618 名，女子 24 名，計
642 名 (学科: 機械系，電気系，化学系) を対象とした。有効回答数は 573 名 (男子 553 名，






2008 年 6 月に実施した。 
(4）手続き   
調査は，各高校のホームルーム（終礼）の時間を利用し，約 15～20 分程度で実施した。実
施後，得られた回答を 29 項目に分類・整理し，予備尺度を作成した。この作業は，教職経験















調査は，O 市内の公立工業高校 4 校の 1～3 学年，男子 825 名，女子 21 名，計 846 名 (学
科: 機械系 246 名，電気系 297 名，化学系 303 名) を対象とした。有効回答数は 725 名 (男
子 704 名，女子 21 名)，有効回答率 85.7％であった。  
(2）質問項目  
調査票には，①予備調査で作成した予備尺度 29 項目，②授業に対する意識 2 項目，③学校







高校卒業後の進路の実現に向けて，自分なりに努力していますか。」の 3 項目を設定した。 
(3）実施時期   
2008 年 9～10 月に実施した。 
(4）手続き   
調査は，各高校のホームルーム（終礼）の時間を利用し約 15～20 分程度で，予備尺度 29 項
目に対しては当てはまりの程度を 5 件法（5 : とても思う，4 : 少し思う， 3 : どちらでもな
い， 2 : あまり思わない，1 : まったく思わない）で回答させた。また，授業，学校生活，進 
路に対する意識計 8 項目に対しては，当てはまりの程度を 4 件法（4 : とても思う，3 : 少し





















    ５．とても思う ４．少し思う　３．どちらでもない２．あまり思わない　１．まったく思わない
1 専門的な知識を幅広く修得できたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 5-4-3-2-1




























                            　　工業高校生の職業に対する意識に関するアンケート











果，授業に対する意識では学年の主効果が有意であった（F (2,722)=4.43, p<0.05）。LSD 法によ
る多重比較の結果，平均値が 3 学年＞1 学年≒2 学年となった。また，進路に対する意識では
学年の主効果が有意であった（F (2,722)=14.43, p<0.01）。LSD 法による多重比較の結果，平均






予備尺度に対する GP 分析の結果，1 項目を除いて尺度の弁別性が確認された。そこで弁別
性の認められた 28 項目を対象に因子分析を行った。固有値 1.0 を基準に因子数を決定しプロマ












(n =268) (n =247) (n =210)
平均 2.52 2.48 2.69
 Ｓ.Ｄ. 0.92 0.85 0.93
平均 2.37 2.71 2.86
 Ｓ.Ｄ. 0.95 1.00 0.92
平均 2.69 2.49 2.87
 Ｓ.Ｄ. 1.04 1.05 1.02
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固有性の高い専門的な知識や技能・資格などを修得したことによってもたらされる効力感であ












2 点に留意し，便宜的に因子負荷量の絶対値 0.6 以上を基準として項目を選択した。その結果， 
「適応資質効力感」因子は 13 項目から 6 項目（採用した項目: No.19,20,25,26,27,28）に，「専
表Ⅱ-2  工業高校生の職業に対する自己効力感の因子分析 
27 何事に取り組む時も、集中力が身についたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.733 0.011 0.547
25 何事にも、整理・整頓する習慣がついたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.714 -0.085 0.438
28 何事に取り組む時も、規律正しい行動が身についたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.701 0.021 0.510
19 周りの人と協力して作業する協調性がみについたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.671 -0.027 0.428
26 何事にも、アイディアを発想する力が身についたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.618 -0.041 0.351
20 何事にも、目標を持ち努力する大切さがわかったので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.613 0.063 0.430
23 何事にも、失敗する経験が向上したと実感できたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.570 0.107 0.416
21 友達から信頼されていると感じられるようになったので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.530 0.111 0.370
29 実習で設計する力を身につけるこたができたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.481 0.223 0.457
22 授業や実習で、学んだことがすぐに仕事に使えると感じたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.476 0.262 0.420
16 何事にも、計画的にすすめる力が持てるようになったので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.455 0.381 0.577
15 仕事の楽しさや喜び、誇りが持てるようになったので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.438 0.380 0.553
24 自分のものづくりの技術が向上したと実感できたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.421 0.331 0.468
2 専門的な技能を深められたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 -0.083 0.898 0.716
1 専門的な知識を幅広く修得できたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 -0.075 0.875 0.685
3 専門分野に関する実験や実習の経験ができたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 -0.050 0.812 0.610
4 専門分野に興味・関心が持てたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.001 0.737 0.544
5 専門分野の資格が取得できたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 -0.041 0.658 0.400
8 実習で工作する力が身につけることができたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.203 0.559 0.501
10 授業や実習で、学び方を学ぶことができたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.318 0.460 0.503
17 実習で危険な作業でも安全にやりとげる力が身についたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.388 0.425 0.545
13 ものづくりを通して、達成感のすばらしさを知ったので思う 0.355 0.421 0.497
7 何事にも、忍耐力が身についたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.253 0.419 0.378
11 プロのすばらしさを知り、目標をもつことができたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.368 0.394 0.479
14 何事にも、論理的に考える力が身についたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.399 0.390 0.513
12 職場体験・見学などで現場の様子を知ることができたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.239 0.363 0.357
6 周りの人とコミュニケーション力や礼儀が身についたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.336 0.355 0.394
9 部活動で精神力を養えたので、将来の職業や仕事に自信が持てるようになった。 0.272 0.219 0.199
主因子法及びプロマックス回転
因子間相関　r=0.643
項目 Ｆ1 Ｆ2 共通性
第２章 工業高校生の職業に対する自己効力感の構造把握 
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門性効力感」因子は 10 項目から 5 項目（採用した項目：No.1,2,3,4,5）に，尺度全体では 2 因
子計 11 項目に再編された（図Ⅱ-2）。各因子の再編前後間の相関係数，並びに α係数を求めた
ところ，いずれも 0.9 以上の高い相関が得られ，再編後の内的整合性も妥当なものであった（表










                                                                         
工業高校生の職業に対する意識に関するアンケート 
 






   
15.とても思う 4.少し思う 3.どちらともいえない 2.あまり思わない 1.まったく思わない 1 
 
1.何事にも取り組む時も、集中力が身についたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。          5. 4. 3. 2. 1. 
 
2.周りの人と協力して作業する協調性を身についたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。      5. 4. 3. 2. 1. 
 
3.専門的な知識を幅広く修得できたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。                5. 4. 3. 2. 1. 
 
4.何事にも、アイディアを発想する力が身についたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。       5. 4. 3. 2. 1. 
 
5.専門分野に関する実験や実習の経験できたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。          5. 4. 3. 2. 1. 
 
6.何事にも、整理・する習慣がついたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。             5. 4. 3. 2. 1. 
 
7.専門的な技能を深められたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。                 5. 4. 3. 2. 1. 
 
8.何事に取り組む時も，規律正しい行動を身につけてきたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。 5. 4. 3. 2. 1. 
 
9.専門分野に興味・関心が持てたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。                 5. 4. 3. 2. 1. 
 
10.何事にも、目標を持ち努力する大切さがわかったので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。   5. 4. 3. 2. 1. 
 
11.専門分野の資格が取得できたので、将来の職業や仕事に自信がもてるようになった。             5. 4. 3. 2. 1. 
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った（「適応資質効力感」因子:（F (2,722)=13.66, p<0.01），「専門性効力感」因子:（F (2,722)=6.78, 




進路に対する意識の平均値 2.50 以上の生徒を上位群（n=410），2.50 未満の生徒を下位群







「適応資質効力感」因子 r =0.933 「適応資質効力感」因子 α =0.910 α =0.830
「専門性効力感」因子 r =0.943 「専門性効力感」因子 α =0.910 α =0.874
表Ⅱ-3 再編前後でのα係数及び再編前後間の相関係数 
1学年 2学年 3学年
(n =268) (n =247) (n =210)
平均 3.20 3.20 3.52
 S.D. 0.75 0.73 0.78
平均 3.32 3.31 3.58
 S.D. 0.86 0.85 0.91











 Ｓ.Ｄ. 0.77 0.66
平均 3.70 2.99
 Ｓ.Ｄ. 0.81 0.80
** : p <0.01
進路に対する意識
群間の差の検定
　t (713)Welch=9.08 **「適応資質効力感」 因子
「専門性効力感」 因子 t (723)=11.70 **
表Ⅱ-5 進路に対する意識と職業に対する自己効力感との関連性 
第２章 工業高校生の職業に対する自己効力感の構造把握 

















1学年（ｎ=268） 0.15 * 0.42 ** R =0.51  F (2,265)=46.50　**
2学年（ｎ=247） 0.21 ** 0.45 ** R =0.40   F (2,244)=24.03　**
3学年（ｎ=210） 0.31 ** 0.61 ** R =0.46 　F (2,207)=27.95　**
全体 （N  = 725） 0.23 ** 0.31 ** R =0.46 　F (2,722)=95.27　**




    表Ⅱ-6 授業及び学校生活に対する意識が「適応資質効力感」因子に及ぼす影響 
1学年（ｎ=268） 0.45 ** 0.27 ** R =0.63    F (2,265)=86.43 **
2学年（ｎ=247） 0.28 ** 0.26 ** R =0.59    F (2,244)=65.07 **
3学年（ｎ=210） 0.25 ** 0.20 ** R =0.71    F (2,207)=107.77 **
全体 （N  = 725） 0.50 ** 0.24 ** R =0.64    F (2,722)=247.46 **














因子の 2 因子を抽出し，計 11 項目の測定尺度を構成することができた。 
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2 研究の方法  
2.1 調査対象者 
対象者は，O 市内の公立 A 工業高校に求人提供のために来校した人事担当者 181 企業（指定校
求人 101，公開・非公開求人 80），（関連業種 123，非関連業種 58）の人事担当者である。調査
への協力に許諾の得られた有効回答数は，178 企業（指定校求人 101，公開・非公開求人 77），（関
連業種 123，非関連業種 55），有効回答率は 98.3％であった（表Ⅲ-1）。関連業種は全体の 69.1％

















件法），②普通科高校生と工業高校生のどちらを優先に採用したいかを把握する項目（1 項目 3 件
法），③第 2 章で作成した「工業高校生の職業に対する自己効力感尺度」を企業の人事担当者用
に文言修正を加えた工業高校生の職業に対する自己効力感の形成期待度を把握する項目（2 因子
計 11 項目，5 件法），④文部科学省(2011)23)が定義づける「基礎的・汎用的能力」に対する意識
を把握する項目（4 能力計 9 項目，5 件法），⑤経済産業省(2006)24)が提唱する「社会人基礎力」


















を設定した。「適応資質効力感」因子 6 項目は, 図Ⅲ-1 の設問 3 における項目 A，B，D，F，H
及び J である。「専門性効力感」因子 5 項目は，図Ⅲ-1 の設問 3 における項目 C，E，G，I 及び














 5.とても期待する 4.少し期待する 3.どちらともいえない 2.どちらかといえば期待する 1.あまり期待しない
A. 5. 4. 3. 2. 1.
B. 周りの人と協力して作業する協調性を身につけてきている生徒を期待する。・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
C. 専門的な知識を幅広く身につけてきている生徒を期待する。・・・・・・・・・・・・・ 5. 4. 3. 2. 1.
D. 何事にも、アイディアを発想する力を身につけてきている生徒を期待する。・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
E. 専門分野に関する実験や実習の経験をしてきている生徒を期待する。・・・・・・・・・ 5. 4. 3. 2. 1.
F. 何事にも、整理・整頓する習慣を身につけてきている生徒を期待する。・・・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
G. 専門的な技能を深めてきている生徒を期待する。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
I. 何事に取り組む時も、規律正しい行動を身につけてきている生徒を期待する。・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
H. 専門分野に興味・関心を持ってきている生徒を期待する。・・・・・・・・・・・・・・ 5. 4. 3. 2. 1.
J. 何事にも、目標を持ち努力する大切さを知った生徒を期待する。・・・・・・・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
K. 専門分野の資格を取得してきている生徒を期待する。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
4.企業がこれからの工業高校卒業生について入社後に求める能力（9項目）についてお答えください。
  5 .とても重要する   4.少し重要する   3 .どちらともいえない   2.どちらかといえば重要する  1 .あまり重要しない
① それぞれに違う他人の考え方を理解し、相手の意見を聞き、自分の考えを正確に伝えること       
ができる力を求めている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5. 4. 3. 2. 1.
② 自分がどのような状況にいるのかを把握し、自分の役割を果たす力を求めている。・・・ ・・・・・・・・・・ 5. 4. 3. 2. 1.
③ 他人と協力･協働して積極的に社会に参画し、今後の社会を作っていく力をもとめている。・・・・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
④ 仕事をする上でのさまざまな課題を発見してそれを分析し、適切な計画を立ててその課題を    
処理・解決する力を求めている。　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5. 4. 3. 2. 1.
⑤ 自分が「できること」、「意義を感じること」、「したいこと」について、ポジティブに理解し、主体的　
に行動できる力を行動できる力を求めている。・・・・ 5. 4. 3. 2. 1.
⑥ 5. 4. 3. 2. 1.
⑦ 5. 4. 3. 2. 1.
⑧ 「働くこと」の意義を理解し、自分が果たすべきさまざまな立場や役割とその意義を関連させる
　力を求めている。 5. 4. 3. 2. 1.
⑨ 多様な生き方に関するさまざまな情報を、適切に取捨選択・活用しながら、主体的に判断して








                    及び基礎的・汎用的能力の意識を把握する質問項目 
第 3章 企業が工業高校生に求める基礎的・汎用的能力，社会人基礎力と職業に対する自己効力
感形成期待との関連性 




その 4 能力を具体的な内容に整理したものを質問項目に設定した。その 1 つ目の能力とする「人
間関係形成・社会形成能力」3 項目は，図Ⅲ-1 の設問 4 における項目①，②，③である。2 つ目
の能力とする「課題対応能力」1 項目は，図Ⅲ-1 の設問 4 における項目④である。そして，3 つ
目の能力とする「自己理解・自己管理能力」3 項目は，図Ⅲ-1 の設問 4 における項目⑤，⑥，⑦
である。また，4 つ目の能力とする「キャリアプランニング能力」2 項目は，⑧，⑨である。こ









           取り組む力を求め取組む力を求めている。
           準備する力を求めている。
           ている。 
を求めている。　
対応する力を求めている。 
　      ⑩ チームで仕事をするとき、自分がどのような役割を果たすべきかを理解する力を求めている。 
 ⑪ 状況に応じて、社会のルールを守り、発言や行動を適切にコントロールできる力を求めている。 











        ⑨ 自分のルールややり方に固執するのではなく、相手の意見や立場を尊重し理解する力　　　
５.４.３.２.１
５.４.３.２.１           力を求めている。　　
本校求人番号　　　　　　　　　　　　　　　企業名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
   5 .とても重要する   4 .少し重要する   3 .どちらともいえない   2 .どちらかといえば重要する  1.あまり重要しない
        ① 指示を待つのではなく、自らやるべきことを見つけて積極的に取り組む力を求めている。
　　　　②やろうじゃないか」と呼びかけ、目的に向かって周囲の人々を動かしていく力を求めている。
　　　　③言われた事をやるだけではなく自ら目標を設定し、失敗を恐れず行動に移し、粘り強く  
　　　　④ 目標に向かって進むときに「ここに問題があり、解決が必要だ」と提案する力を求めている。  
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経済産業省の提唱する「社会人基礎力」について 3 つの能力と 12 の要素に示す内容を質問項
目として設定した。1 つ目の能力である「前に踏み出す力」は，「主体性」，「働きか力｣,「実行力」
の 3 要素からなり，図 1 の設問 4 における項目①，②，③である。2 つ目の能力は「考え抜く力」
は，「課題発見力」，「計画力」，「創造力」の 3 要素からなり，図Ⅲ-2 の設問 4 における項目④，
⑤，⑥である。3 つ目の能力である「チームで働く力」は，「発信力」，「傾聴力」，「柔軟性」，「状
況把握」，「規律力」，「ストレスコントロール力」の 6 要素からなり，図Ⅲ-2 の設問 4 における項














割合 68.5％，122 企業（関連業種 107，非関連業種 15）であった。そして，普通科高校生及び工
業高校生に関係なくどちらも両方を採用したいと回答した企業の人事担当者は，全体の割合







に対して，非関連業種群の平均値（4.24）との間に有意な差は見られなかった（t (81)Welch =0.79 n.s.）。
しかし，「専門性効力感」因子については関連業種群の平均値(3.44)に対して，非関連業種群の平
均値（2.97）との間に有意な差を示した（t (176) =3.44, p<0.01）。 
第 3章 企業が工業高校生に求める基礎的・汎用的能力，社会人基礎力と職業に対する自己効力
感形成期待との関連性 
























群間の検定 t (81)Welch =0.79 n.s.




















（ｎ= 54） （ｎ= 68） （ｎ= 10） （ｎ= 46）
4.24 4.23
規模別






























































 100人未満   100～500人未満
4.28 4.31
（ｎ= 54） （ｎ= 68）
4.07
0.53 0.61 0.67
0.81 0.65 0.54 0.67
4.20











































群間の検定 t (176)=0.10 n.s.
非関連業種(ｎ =55)
0.85




























関係形成・社会形成能力」の群間に差が見られた（t (74)Welch =4.33, p<0.01）。また，「課題対応能
力」の群間の差においても，群間に差が見られた（t (121)=2.13, p<0.05）。「自己理解・自己管理能
力」の群間にも差が見られた（t (69) Welch =5.33, p<0.01）。そして，「キャリアプランニング能力」





結果，「人間関係形成・社会形成能力」の群間に差が見られた（t (24)Welch =4.88, p<0.01）。また，
「課題対応能力」の群間の差においても，群間に差が見られた（t (53)=2.60, p<0.05）。「自己理解・
自己管理能力」の群間にも差が見られた（t (28)Welch =3.36, p<0.01）。そして，「キャリアプランニ





 ** : p <0.01 * : p <0.05
    群間の検定 t (74)Welch=4.33 ** t (121)=2.13 * t (69)Welch=5.33 ** t (75)Welch=3.76 **
0.64 0.87 0.69 0.75
    下位群(n =46)
4.08 3.76 3.94 3.73
0.47 0.81 0.46 0.56





































出す力」の群間に差が見られた（t (65)Welch =4.98, p<0.01）。また，「考え抜く力」の群間の差にお
いても，群間に差が見られた（t (74)=4.80, p<0.01）。「チームで働く力」の群間にも差が見られた





「前に踏み出す力」の群間に差が見られた（t (26)Welch =3.57, p<0.01）。また，「考え抜く力」の群
間の差においても，群間に差が見られた（t (28)=2.75, p<0.05）。「チームで働く力」の群間にも差









   下位群(n=46)
4.02 3.62 3.77
0.69 0.82 0.78
   群間の検定 t (65)Welch =4.98 ** t (74)Welch =4.80 ** t (67)Welch =4.29 **
 **: p<0.01





 **:  p<0.01 *: p<0.05
    群間の検定 t (24)Welch =4.88 ** t (53)=2.60 * t (28)Welch =3.36 ** t (53)=2.39 *
    下位群(n=21)
3.87 3.67 3.90 3.71
0.70 0.86 0.87 0.92
　　上位群(n=34）
4.66 4.26 4.60 4.21






    表Ⅲ-10 非関連業種における「適応資質効力感」因子と基礎的・汎用的能力との関連性 
第 3章 企業が工業高校生に求める基礎的・汎用的能力，社会人基礎力と職業に対する自己効力
感形成期待との関連性 















間関係形成・社会形成能力」の群間に差は見られた（t (112)Welch =7.16, p<0.01）。また，「課題対応
能力」の群間の差においても，群間に差が見られた（t (121)=3. 80, p<0.01）。自己理解・自己管理
能力」の群間にも差が見られた （t (117)Welch =4.29 p<0.01）。そして，「キャリアプランニング能




























4.57 4.42 4.57 4.32
0.46 0.73 0.49 0.52
 下位群(n=66)
4.21 3.86 4.12 3.78
0.63 0.88 0.88 0.70





































  群間の検定 t (113)Welch =5.29 **





 **: p<0.01 *: p<0.05
0.91
     群間の検定  t (19)Welch =2.89 ** t (53)=2.26 * t (20)Welch =2.78 * t (22)Welch =2.94 **
0.54 0.61
 下位群(n=17)
3.94 3.65 3.86 3.53
0.81 1.06 0.94
　　　社会形成能力 　　自己管理能力 プランニング能力
   上位群(n=38）
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においても，群間に差が見られた（t (116)=5.31, p<0.01）。「チームで働く力」の群間にも差が見ら




力」の群間に差が見られた（t (53) =4.10, p<0.01）。また，「考え抜く力」の群間の差においても，
群間に差が見られた（t (22)Welch =3.07, p<0.01）。「チームで働く力」の群間にも差が見られた（t 






















 **: p<0.01 *: p<0.05
0.51
3.80 3.71 3.77
　  群間の検定 t (53)=4.10 ** t (22)Welc h=3.07 ** t (21)Welch =2.58 *
 　下位群(n=17)
0.77 0.75 0.81






















本章からは，第 2 章で抽出した第 3 章でその妥当性を確認した職業に対する自己効力感の構造









O 市内の公立 A 工業高校生, 計 277 名（男子 268 名，女子 9 名）, (1 学年 101 名，2 学年 91
名，3 学年 85 名),（学科: 機械系 91 名，電気系 99 名，化学系 87 名）を対象とした。有効回答








将来展望である「キャリア計画性」の 3 因子が含まれる（計 27 項目）。回答は，「5 : よくあては
まる」，「4 : 少しあてはまる」，「3 : どちらともいえない」，「2 : あまりあてはまらない」，「1 : ま
ったくあてはまらない」の 5 件法とした。 
加えて，第 2 章で用いた「進路に対する意識」3 項目を準備した。これは，第 2 章において進
路に対する意識の高い生徒ほど職業に対する自己効力感が高いという知見が得られていることを
踏まえ，本調査の妥当性を確認するために使用するものである。回答は，「4 : とても思う」，「3 : 
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2.3 手続き 
調査は，各高校のホームルームの時間を利用し 2008 年 9～10 月に実施した。調査後，進路に


































　５.よくあてはまる ４.少しあてはまる ３.どちらともいえない ２.あまりあてはまらない １.まったくあてはまらない










別平均値を求めた（表Ⅳ-1）。平均値の学年間の差異について 1 元配置分散分析を行った結果, 学
年の主効果が有意であった（F (2,243)=8.77, p<0.01）。LSD 法による多重比較の結果, 平均値が 3












(n =87) (n =86) (n =73)
平均 3.19 3.15 3.28 F（2,243)=0.66
 S.D. 0.71 0.76 0.77 n.s.
　学年別 学年間の差異の検定
「適応資質効力感」因子
   表Ⅳ-2「適応資質効力感」因子の学年別平均値 
1学年 2学年 3学年
(n =87) (n =86) (n =73)
平均 2.46 2.48 2.87 F (2,243)=8.77**
  S.D. 0.62 0.67 0.80 3学年>2学年≒1学年






(n =87) (n =86) (n =73)
平均 3.25 3.12 3.25 F (2,243)=0.69







- 51 - 
 
3.2 進路に対する意識とキャリア成熟，及び職業に対する自己効力感との関連性 









(n =87) (n =86) (n =73)
平均 3.21 3.20 3.25 F (2,243)=0.19





(n =87) (n =86) (n =73)
平均 3.34 3.15 3.23 F (2,243)=1.69





(n =87) (n =86) (n =73)
平均 3.22 3.25 3.30 F (2,243)=0.39
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t (244)=2.48 * t (199)Weltch=1.63 n.s. t (244)=2.14 *
「キャリア計画性」因子進路に対する意識 「キャリア関心性」因子 「キャリア自律性」因子



















1学年（ｎ=87） R =0.22 F (3,83)=1.40
2学年（ｎ=86） R =0.42   F (3,82)=5.78 **
3学年（ｎ=73） R =0.11     F (3,69)=0.28
全体 （N  = 246） R =0.18 　F (3,242)=2.71 *
* :p <0.05 ** :p <0.01















  表Ⅳ-10  「専門性効力感」因子を基準変数とした重回帰分析 
1学年（ｎ=87） R =0.47 F (3,83)=7.84 **
2学年（ｎ=86） R =0.54  F (3,82)=11.26 **
3学年（ｎ=73） R =0.34 F (3,69)=2.93 *












† :p <0.10　* :p <0.05 ** :p <0.01








































































2. 研究の方法  
2.1 調査対象 
H 県及び O 府下の公立工業高校 3 校の 3 学年 527 名（男子 510 名，女子 17 名）を対象とした。
学科の構成は機械系 148 名，電気系 173 名，化学系 173 名，都市工学系 33 名であった。有効回
答は 516 名（男子 499 名，女子 17 名），学科の構成は機械系 143 名，電気系 170 名，化学系 171
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社会の規範を重んじる価値観や心構えに関する項目が含まれる「社会的価値志向性」因子 2 項目，
他者からの自分に関する項目が含まれる「自己モニタ志向性」因子 3 項目の計 19 項目で構成さ
れている。質問項目を図Ⅴ-1 に示す。「自律志向性」因子 6 項目は, 図Ⅴ-1 における項目(1)，(2)，
(3)，(4)，(5) 及び(6)である。「キャリア志向性」因子 4 項目は，図Ⅴ-1 における項目(7)，(8), (9)
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(14)である。「社会的価値志向性」因子 2 項目は，図Ⅴ-1 における項目(15)，(16)である。「自己
モニタ志向性」因子 3 項目は，図Ⅴ-1 における項目(17)，(18)及び(19)である。これら計 19 項目




















その結果，「適応資質効力感」因子（t (514)＝7.43，p<0.01），「専門性効力感」因子（t (511) Weltch =6.88，
p<0.01）の平均値が共に上位群の方が下位群に比べて有意に高くなった。 
次に，「専門的能力志向性」因子の上位群 (n=282)，下位群（n=234）の間で職業に対する自己


















































































(1)「適応資質効力感」因子に対する影響力   























R =0.73  F (5,510)=119.21 **
R =0.75  F (5,510)=133.09 **
　* : p <0.05 ** : p <0.01
重相関係数
0.27 ** 0.04「適応資質効力感」因子 0.28 **
分散分析
自律志向性 キャリア志向性 専門的能力志向性 社会的価値志向性 自己モニター志向性
標準偏回帰係数(β )
0.04 0.32 **
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く，学校生活の中で培ってきた自己像の振り返りに基づくキャリアへの展望が，将来の職業
に対する自信と適切に結び付けられていない実態に課題が見られた。 
以上，第 4，5 章では，研究課題 2 への対処として，第 2 章で抽出した工業高校生の職業に対
する自己効力感について，その形成要因を検討した。その結果，第 4 章ではキャリア成熟との因











































に対する自己効力感と時間的展望体験との関連性を明らかにすることを試みる。    
具体的には，白井(1994)59)の作成した時間的展望体験尺度 (「目標指向性」因子，「希望」因子，
「現在の充実感」因子，「過去受容」因子) を用い，これらの 4 因子を基準変数，職業自己効力
感構成因子群を説明変数として，その影響力を検討する。 
 
2. 研究の方法  
2.1 調査対象 
O 市内の公立工業高校 3 校計 479 名（男子 471 名，女子 8 名，１学年 181 名，2 学年 161 名，
3 学年 137 名)を対象とした。学科の構成は機械系 132 名，電気系 165 名，化学系 182 名であっ
た。有効回答数は 468 名（男子 460 名，女子 8 名，1 学年 179 名，2 学年 158 名，3 学年 131 名)
であった。有効回答率 97.7％であった。なお，有効回答者の学科構成は機械系 124 名，電気系





そのために何を準備しているかという「目標指向性」 因子, 自分の将来に希望が持てるか, 将来
を切り開く自信があるかという 「希望」 因子，現在の生活が充実しているか, 現在の生活に満足
しているかという「現在の充実感」 因子，過去を受け入れることができるか, 過去の出来事にこ
だわっていないかという 「過去受容」 の 4因子が含まれている（18 項目）。回答は，「5 : あては
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かといえばあてはまる」，「1 : あてはまる」の 5 件法とした。調査に使用した「時間的展望体験
尺度」を図Ⅵ-1 に示す。 
また, 同様に第 2 章で作成した「工業高校生の職業に対する自己効力感尺度」（11 項目）は，
「適応資質効力感」因子，「専門性効力感」因子の 2 因子で構成されている。回答は，「5 : とて
も思う」，「4 : 少し思う」，「3 : どちらでもない」，「2 : あまり思わない」，「1 : まったく思
わない」の 5 件法とした。加えて，本調査では第 2 章で用いた「学校生活に対する意識」3 項目
を準備した。これは，Lewin,K.(1954)53)が時間的展望体験という概念を将来展望と現在の行動と










（１） 私には、だいたいの将来計画がある。 ５－４－３－２－１ 
（２） 将来のためを考えて、今から準備していることがある。 ５－４－３－２－１ 
（３） 私には、将来の目標がある。                 ５－４－３－２－１ 
（４） 私の将来は、漠然としていてつかみどころがない。             ５－４－３－２－１ 
（５） 将来のことは、あまり考えたくない。                         ５－４－３－２－１ 
（６）  私の将来には、希望がもてる。                               ５－４－３－２－１ 
（７）  10年後、私はどうなっているのかよくわからない。 ５－４－３－２－１ 
（８）  自分の将来は、自分できりひらく自信がある。                 ５－４－３－２－１ 
（９）  私には、未来がないような気がする。                         ５－４－３－２－１ 
（10）  毎日の生活が、充実している。                               ５－４－３－２－１ 
（11）  今の生活に、満足している。                                 ５－４－３－２－１ 
（12）  毎日が、同じことの繰り返しで退屈だ。                       ５－４－３－２－１ 
（13）  毎日が、なんとなく過ぎていく。                             ５－４－３－２－１ 
（14）  今の自分は、本当の自分でないような気がする。               ５－４－３－２－１ 
（15）  私は、自分の過去を受け入れることができる。                 ５－４－３－２－１ 
（16）  過去のことは、あまり思い出したくない。                     ５－４－３－２－１ 
（17）  私の過去は、つらいことばかりだった。                       ５－４－３－２－１ 
（18）  私は、過去の出来事にこだわっている。                       ５－４－３－２－１ 
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を関連づける心理的要因として位置付けていることに基づき，本調査の妥当性を確認するために
使用するものである。「学校生活に対する意識」3 項目への回答は，「4 : とても思う」，「3 : 少
し思う」，「2 : あまり思わない」，「1 : まったく思わない」の 4 件法とした。 
 
2.3 手続き 











求めた（表Ⅵ-1）。学年間の差異について 1 元配置分散分析を行った結果, 学年の主効果が有意




次に，職業に対する自己効力感 2 因子の学年別平均値を求めた(表Ⅵ-2, 表Ⅵ-3)。学年間の差
異について 1 元配置分散分析を行った結果，「適応資質効力感」因子，「専門性効力感」因子共に
学年の主効果が有意であった。LSD 法による多重比較の結果，両因子共に 1・2 学年に比べ 3 学
年が高い平均値を示した。 
しかし， 1 学年と 2 学年においては, 有意な差は見られなかった。これらの結果は, 第 2 章と
同様の傾向であった。  
1学年 2学年 3学年
(n =179) (n =158) (n =131)
平均 2.91 2.69 2.91 F (2,465)=5.02 **
 S.D. 0.71 0.72 0.70 3学年≒1学年>2学年
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 (3)時間的展望体験の状況 
同様に，時間的展望体験 4 因子の学年別平均値を求めた（表Ⅵ-4, 表Ⅵ-5, 表Ⅵ-6，表Ⅵ7）。
学年間の差異について1元配置分散分析を行った結果,4つの因子全てで学年の主効果が有意であ
った。LSD 法による多重比較の結果，「目標指向性」因子，「希望」因子，「過去受容」因子の 3
因子においてはいずれも 1・2 学年よりも 3 学年の平均値が有意に高かった。しかし, 「現在の
充実感」因子では, 1・3 学年の平均値が 2 学年よりも有意に高くなる中弛み現象が見られた。 
1学年 2学年 3学年
(n =179) (n =158) (n =131)
平均 2.97 3.07 3.14
 S.D. 0.60 0.56 0.51







(n =179) (n =158) (n =131)
平均 3.25 3.12 3.25
　 S.D. 0.78 0.85 0.90





  表Ⅵ-3「専門性効力感」因子の学年別平均値 
1学年 2学年 3学年
(n =179) (n =158) (n =131)
平均 3.35 3.43 3.74
   S.D. 0.89 0.83 0.88





      表Ⅵ-2「適応資質効感」因子の学年別平均値 
1学年 2学年 3学年
(n =179) (n =158) (n =131)
平均 2.92 3.03 3.64
 S.D. 0.95 0.96 0.95





  表Ⅵ-4「目標指向性」因子の学年別平均値 
1学年 2学年 3学年
(n =179) (n =158) (n =131)
平均 3.15 2.86 3.20
 S.D. 0.91 0.82 0.85













未満の生徒を下位群（n=232）として，職業に対する自己効力感 2 因子及び時間的展望体験 4 因
子の平均値を比較した(表Ⅳ-8，表Ⅳ-9)。前述した Lewin,K.(1954)53)の指摘に基づけば，学校生
活に満足感を有する生徒ほど，時間的展望体験，職業に対する自己効力感共に高くなることが予








(n =179) (n =158) (n =131)
平均 3.89 3.06 3.39
 S.D. 0.90 0.83 0.84
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3.2 職業に対する自己効力感が時間的展望体験に及ぼす影響 
職業に対する自己効力感が時間的展望体験に及ぼす影響について，全体及び学年別に，時間的
展望体験 4 因子を基準変数，職業に対する自己効力感 2 因子を説明変数とする重回帰分析を行っ
た（表Ⅵ-10, 表Ⅵ-11, 表Ⅵ-12, 表Ⅵ-13）。その結果, ｢過去受容｣因子を除く「目標指向性」
因子，「希望」因子，｢現在の充実感｣因子の 3 因子では，重相関係数 R=0.23～0.72 の有意な因果
関係が示された。得られた有意な標準偏回帰係数をパス係数とするパス・ダイヤグラムを(図Ⅵ-2
～図Ⅵ-5)に示す。 
1学年（ｎ=179） 0.21 * 0.12
2学年（ｎ=158） 0.12 0.15 †
3学年（ｎ=131） 0.19 † 0.13
全体 （N  = 468） 0.22 ** 0.15 **









† : p <0.10 * : p <0.05 ** : p <0.01
 F (2,155)=4.37 *
  F (2,128)=5.53 **
  F (2,465)=27.02 **
R =0.28
      表Ⅵ-10 職業に対する自己効力感が ｢目標指向性｣ 因子に及ぼす影響 
1学年（ｎ=179） 0.30 ** 0.09
2学年（ｎ=158） 0.35 ** 0.11
3学年（ｎ=131） 0.36 ** 0.05
全体 （N  = 468） 0.35 ** 0.09






 F (2,155)=15.50 **
 F (2,176)=12.88 **
分散分析
R =0.41  F (2,465)=45.59 **
R =0.72  F (2,128)=11.23 **
表Ⅵ-11 職業に対する自己効力感が ｢希望｣ 因子に及ぼす影響 
1学年（ｎ=179） 0.24 ** 0.04
2学年（ｎ=158） 0.26 ** 0.08
3学年（ｎ=131） 0.36 ** 0.10
全体 （N  = 468） 0.29 ** 0.06
 ** : p <0.01
 F (2,465)=27.93 **
R =0.42
 F (2,176)=6.32 **
R =0.33
R =0.26
  F (2,128)=13.97 **
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これらのことから，職業に対する自己効力感は全体として現在から将来に向けた時間的展望体
験の形成に重要な役割を果たしていることが示唆された。しかし，学年間でその因果関係には差
異が認められた(図Ⅳ-3, 図Ⅳ-4, 図Ⅳ-5)。1 学年では，「適応資質効力感」因子のみが「目標指










全体 （N = 468） -0.01 0.06
分散分析
R =0.08  F (2,176)=0.62
R =0.12  F (2,155)=1.06





 F (2,465)=0.70R =0.57
表Ⅵ-13 職業に対する自己効力感が ｢過去受容｣ 因子に及ぼす影響 
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子，「職業モラトリアム」因子，「職業準備不安」因子) を用い，これらの 8 因子を基準変数，職
業自己効力感構成因子群を説明変数として，その影響力を検討する。  
 
2. 研究の方法  
2.1 調査対象 
O 市内の公立 A 工業高校 3 学年 124 名（男子 121 名，女子 3 名）を対象に調査を実施した。
学科構成は機械系 44 名，電気系 24 名，工業化学系 56 名であった。有効回答数は 116 名（男子
113 名，女子 3 名）であった。有効回答率 93.5.％であった。なお, 有効回答者の学科構成は機械
系 42 名，電気系 19 名，化学系 55 名であった。 
 
2.2調査時期 
調査は，O 市内公立 A 工業高校の 3 学年時の進路指導において，啓発期末の 5 月に第 1 回調査




測定尺度には，第 2 章で作成した（図Ⅱ-2）①進路に対する意識（計 3 項目 4 件法）及び「工
業高校生の職業に対する自己効力感尺度」(2 因子計 11 項目，5 件法)，②清水(1990)42)が作成し
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(                            )  科　          ３　年　（　　）番　　　　　名前   （　　　            　     　　　　　　　）
｢５. よくあてはまる｣ 「４. ややはてはまる」 「３. どちらともいえない」
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年度当初の生徒の進路に対する意識を把握するために, 第 2 章で作成した「進路に対する意識」 
は，「あなたは将来，工業高校の専門分野に関係する仕事に就きたいと思いますか。」,「あなたは
将来，就きたい職業や仕事などすでに決めていますか。」，「あなたは, 高校卒業後の進路に向けて, 




安」因子 5 項目，「職業選択葛藤」因子 5 項目,「職業相談希求」因子 5 項目,「職業障害不安」
因子 5 項目,「職業外的統制」因子 5 項目,「職業情報不足」因子 5 項目,「職業モラトリアム」因
子 5 項目，「職業準備不安」因子 5 項目の計 40 項目で構成される。「職業決定不安」因子 6 項 
目は,図 2 の項目(1)，(2)，(3)，(4)及び(5)である。「職業選択葛藤」因子 5 項目は，図 2 の項 
目 (6)，(7)，(8)，(9)及び(10)である。「職業相談希求」因子 5 項目は，図 2 の項目 (11)，(12)，
(13)，(14) 及び(15)である。「職業障害不安」因子 5 項目は，図 2 の項目(16)，(17)，(18)，(19) 
及び(20)である。そして，「職業外的統制」因子 5 項目は，図 2 の項目(21)，(22)，(23)，(24)及
び(25)である。「職業情報不足」因子 5 項目は，図 2 の項目(26)，(27)，(28)，(29)及び(30)であ
る。「職業モラトリアム」因子 5 項目は，図 2 の項目(31)，(32)，(33)，(34)及び(35)である。「職
業準備不安」因子 5 項目は図 2 の項目(36)，(37)，(38)，(39)及び(40)である。これら計 40 項目
に対しては，当てはまりの程度を 5 件法（5:よくあてはまる，4:ややあてはまる，3:どちらとも
いえない，2:ややあてはまらない，1:まったくあてはまらない）で回答させた。  
   
2.4調査の手続き 
調査は，2011 年 (5 月，7 月，10 月）～2012 年 （2 月）に実施した。このうち，2.3 で述べ























た生徒（以下，関連業種就職群）が全体の 49 人（42.2％）と最も多く, 非関連業種に進路決定
した生徒（以下，非関連業種就職群）は，37 人（31.9％）, そして，進学した生徒（以下，進学





示す。進路不決断尺度全体では，5 月調査の平均値が 3.04 となった。その後，7 月調査でも進路
不決断の平均値は 3.01 と 5 月調査とほぼ同じ値であった。しかし，10 月調査では，進路不決断
の平均値が 2.36 と低下した。そして，各生徒の進路決定を経た 2 月調査の段階では，進路不決断







   専門分野に関する仕事に就きたいと思う。
   自分がつきたい職業や仕事をすでに決めている。
   卒業後の進路の実現に向けて自分なりに努力している。
68人 58.6% 48人 41.4%
73人 62.9% 43人 37.1%
上位群 下位群










効果が有意であった（F (2,107)＝3.41, p<0.05）。LSD 法による多重比較の結果，平均値に関連業
種就職群≒非関連業種就職群＞進学群の順序性が認められた。また，「職業情報不足」因子におい
























平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D.
月別平均値 3.04 1.06 3.01 1.181.07 2.36 1.19 2.19
1.19
「職業準備不安」因子 3.17 1.17 3.10 1.07 2.49 1.25 2.25 1.26
2.00 1.16
「職業モラトリアム」因子 2.50 1.14 2.53 1.11 2.11 1.11 2.16
1.18 2.35 1.15
「職業情報不安」因子 2.96 1.29 3.01 1.21 2.25 1.21
「職業外的統制」因子 2.96 0.81 2.96 0.90 2.46
1.16
「職業障害不安」因子 2.89 0.90 2.84 1.02 2.23 1.07 2.12 1.07
2.08 1.13
「職業相談希求」因子 3.06 1.07 3.19 0.98 2.46 1.21 2.27
1.32 2.26 1.28
「職業選択葛藤」因子 3.02 1.09 2.83 1.13 2.19 1.17
５月調査 ７月調査 １０月調査 ２月調査









次に，3 学年時の 1 年間における職業に対する自己効力感の推移を集計した。その結果，「適応
資質効力感」因子では平均値が（3.15～3.30）の範囲で，「専門性効力感」因子では平均値が(2.98






因子（t (114)＝2.78，p<0.01），「職業障害不安」因子（t (114)＝2.06, p<0.05），「職業情報不足」因
表Ⅶ-4「適応資質性効力感」因子と進路不決断との関連性 
「職業準備不安」因子
平均 2.70 2.88 t (114)=1.23











平均 2.61 2.77 t (114)=1.15





平均 2.81 2.80 t (114)=0.07
S.D. 0.77 0.74 n.s.
t (114)=2.78 ＊＊
「職業選択葛藤」因子
平均 2.44 2.62 t (114)=1.18
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均値を比較した結果を表Ⅶ-5 に示す。月別平均値では 5 月調査において上位群の「職業モラトリ
アム」因子の平均値が下位群よりも有意に低くなった（上位群平均値:2.37,下位群平均値:2.89, t 
(114)＝2.65, p<0.05）。また，通年平均値では，「職業決定不安」因子（t (114)＝2.70, p<0.01）,「職



















平均 2.58 2.80 t (114)=1.60





平均 2.70 2.91 t (114)=1.50
S.D. 0.70 0.79 n.s.
t (114)=2.70 ＊＊
「職業選択葛藤」因子
平均 2.41 2.64 t (114)=1.52


















ことが示唆された。しかし，前述したように職業に対する自己効力感自体は，3 学年時の 1 年間
で大きな変容は認められていない。言い換えれば，職業に対する自己効力感は，3 学年の段階で
は既に生徒の内的な傾向性として安定した状態になっている可能性があり，その水準を高めるこ











1) 本調査対象の工業高校 3 学年の進路不決断は，具体的な進路を決定する 10 月前後に水準の低
下する傾向が示唆された。これに対して職業自己効力感構成因子群の推移は，変動の幅が狭く，
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以上，第 6 章及び 7 章では，工業高校生の職業に対する自己効力感が進路指導に果たす役割に
ついて，時間的展望体験と進路不決断との関連性を検討した。第 8 章及び第 9 章では，これまで





















る(以下，方策②)。そして，第三に，第 5 章で示された自己概念との関連性より，3 学年におけ
る「自律志向性」を促す取り組みの重要性である（以下，方策③）。 
そこで本章からは，O 市内の公立 A 工業高校における 3 学年時の進路指導のプロセスに上記方
策①～③を取り入れ，その効果を縦断的に検討することとした。このうち第 8 章では，上記を踏
まえた 3 学年時の進路指導のどの方策が職業自己効力感構成因子群の向上に及ぼす効果を検討す
る。具体的には，3 学年時の 1 年間における職業に対する自己効力感の変容について年 4 回（4







O 市内の公立 A 工業高校 3 学年 124 名（男子 121 名，女子 3 名）を対象とした。学科構成は
機械系 44 名，電気系 24 名，化学系 56 名であった。有効回答数は 116 名（男子名 113，女子 3
名）であった。有効回答率 93.5.％であった。なお, 学科構成は機械系 42 名，電気系 19 名，化学
第８章 工業高校生の職業に対する自己効力感に着目した進路指導の実践 
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系 55 名であった。調査対象校の授業の様子を図Ⅷ-1 に示す。 




まず，1 学年では，入学直後の早期段階における新入生にこれからの工業高校 3 年間の学習経験
を通じ，自分の将来を見据えた進路設計に必要となる情報から視野を広げさせ，興味や関心を深




会」が予定されており，11 月下旬には，1 学年向けの「進路だより配布」，12 月中旬には期末考
査の最終日に「1 学年進路模試」を組み立てた。 
2 学年では 7 月下旬に，アンケート調査（5 月上旬実施）から希望する職種にグループ分けさ
れた体験型による「職業理解ガイダンス」，夏期休業期間の 7 月下旬～8 月上旬に掛けて，自らの
図Ⅷ-1学校における授業の様子 
第８章 工業高校生の職業に対する自己効力感に着目した進路指導の実践 
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そして，「第 2 回進路模試」，7 月下旬に「第 3 回進路模試」,「第 1 回進路相談」を行った(以下，
探索期)。8 月上旬には，就職試験に対応するための外部講師による自己 PR 講習会や履歴書講習
会を含めた「SPI 講習」，「ビジネスマナー講習会」，そして，生徒の最終希望となる受験先の調整
を諮る「進路調整会議」，8 月下旬に外部講師による「面接講習会」を行った。9 月上旬に「応募
書類発送準備」から「応募書類発送」，9 月中旬に「就職受験開始」となっている (以下，受験期) 。
11 月以降に掛けて，一部の生徒に進学に関する入試関連の指導，内定した生徒に対する追指導
（「就職内定礼状発送」，「もうすぐあなたは，社会人 1 年生」の配布）などを行った (以下，追
指導期) 。以上の進路指導に関する行事を整理して表Ⅷ-1 に示す。 
 
2.3 測定尺度 
測定尺度には，①学校に対する意識(計 8 項目 4 件法)②3 学年時の進路行指導における意識 (計
9 項目 4 件法) , ③第 2 章で作成した「工業高校生の職業に対する自己効力感尺度」 (2 因子計
11 項目，5 件法) をそれぞれ設定した。 
(1)学校に対する意識に関する項目 
年度当初の生徒状況を知るために,今現在の学校に対する意識 8 項目（第 2 章・表Ⅱ-1）を把
握するとして,（授業に対する意識 2 項目）「あなたは, 工業の科目が好きですか。」, 「あなた
は, 工業の専門科目が理解できていますか。」や, (学校生活に対する意識 3 項目) 「あなたは, 現
在の学校に満足していますか。」, 「あなたの, 部活動や生徒会などの課外活動は充実しています
か。」,「あなたの学校での友人関係は良好ですか。」及び (進路に対する意識 3 項目）「あなたは
将来, 工業高校の専門分野に関係する仕事に就きたいと思いますか。」，「あなたは将来, 就きたい
職業や仕事などすでにきめていますか。」, 「あなたは, 高校卒業後の進路に向けて, 自分なりに
努力をしていますか。」などの項目をそれぞれ 5 月調査に設定した。  
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表Ⅷ-1  A工業高校における進路行事 
第８章 工業高校生の職業に対する自己効力感に着目した進路指導の実践 












調査は，2011 年にホームルーム（終礼）の時間を利用し約 15～20 分程度で, 進路指導のプロ
セスにおける啓発期末の 5 月に第 1 回調査を，探索期末の 7 月に第 2 回調査を，受験期末の 10
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については，「自分の就きたい職業や仕事をすでに決めている。」と回答した上位群の割合が 58.6%，
「専門分野に関する仕事に就きたい。」と回答した上位群の割合が 50.0%，そして，「卒業後の進









と上昇した (表Ⅷ-3)。しかし，7～10 月まで行われた「SPI 講習」，「ビジネスマナー講習会」，
「進路模擬試験」，実際の就職試験などの行事では進路に対する意識の平均値が（2.17～2.59）と
低下した (表Ⅷ-4)。10～11 月には，就職試験の結果が発表され，各生徒の進路が決定していっ
た。1 年間の進路指導を振り返った 2 月の調査では進路に対する意識の平均値は（2.58～2.87）
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(2) 職業自己効力感構成因子群の変容 
3 学年時の 1 年間における職業に対する自己効力感構成の因子群の推移を集計した（5 件法）。
その結果，「適応資質効力感」因子では平均値が（3.15～3.30）の範囲で，「専門性効力感」因子
では平均値が（2.98～3.19）の範囲でそれぞれ推移した。これらの平均値は，変動の幅が狭く，3























































体の 42.2％を占め, 非関連業種に就職決定した生徒は 31.9％, そして進学する生徒は 20.7％, 
未定 5.2％の割合になった。 
(1) 最終的な進路状況別に見た「適応資質効力感」因子の推移  
進路未定の生徒を除き，最終的な進路状況別に「適応資質効力感」因子の月別平均値とそれら
を合算した通年の平均値について群間の差に対する 1 元配置分散分析を行った (表Ⅷ-7)。その




平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D.
1.00
「専門性効力感」因子 2.98 0.77 3.17 0.99 3.19 0.99 3.15 1.01
0.90 3.30 0.94 3.30「適応資質効力感」因子 3.15 0.83 3.26






平均 3.30 3.19 3.26 F (2,107)=0.32
S.D. 0.61 0.75 0.70
２月
平均 3.27 3.46 3.13 F (2,107)=0.87
S.D. 0.96
3.34 3.21 3.33 F (2,107)=0.22
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(2)最終的な進路状況別に見た「専門性効力感」因子の推移 
同様にして，「専門性効力感」因子の最終的な進路状況別の推移を検討した(表Ⅷ-8)。その結
果，7 月において群間の差が有意であった (F (2,107)＝4.29, p<0.05)。LSD 法による多重比較の 
結果，平均値に関連業種就職＞非関連業種＞進学の順序性が認められた。また，通年でも群間の




















































 F (6,109)=5.65 **
 F (6,109)=5.63 **-0.12 0.22 0.27 * 0.01
　* : p <0.05 ** : p <0.01
-0.18「専門性効力感」因子
























本章では，第 4～5 章で得られた知見に基づいて設定した 3 つの方策を O 市内の公立 A 工業高
校の進路指導に取り入れ，アクション・リサーチを実施した。その結果，本実践の条件下におい
て以下の知見を得られた。 
1) 本実践の工業高校 3 学年の進路に対する意識は，具体的な進路を決定する 10 月前後に水準の
低下する V 字型の傾向を示すことが示唆された。 
図Ⅷ-3  3学年時前半進路指導の取り組みが職業に対する自己効力感に及ぼす影響 
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2) 本実践の工業高校 3 学年時の自己効力感の推移傾向は，変動の幅が狭く，3 学年時の 1 年間で 
極端な変容は生じていない傾向が示唆された。 
3) 本実践の工業高校 3 学年時の「専門性効力感」因子の最終的な進路状況別の推移は，関連業
種に就職した生徒の方が「専門性効力感」因子が高いことが示唆された。 









第 9 章 実践校における職業に対する自己効力感の就職後の変容に関する事例検討 



















2 研究の方法  
2.1 調査対象者 








握するために，「あなたは，A 工業高校での 3 年間の学校生活に満足していますか。」の質問項目 


















-2）。これら計 11 項目に対しては，当てはまりの程度を 5 件法（5:とても思う，4:少し思う，3:
どちらでもない，2:あまり思わない，1:まったく思わない）で回答させた。   
 
2.3 調査の手続き 







  男子   A
  男子   B
  男子   C
  男子   D
  男子   E
  男子   F
  男子   G
  女子   H
  男子    I
  男子   J
  男子   K
  男子   L
  男子   M
  男子   N































































- 97 - 
























を示した（t (7)=8.92, p<0.01）（表Ⅸ-4）。非関連業種就職群（7 人）においては，「適応資質効力






     表Ⅸ-2 意識とこれからの進路に対する意識 
表Ⅸ-3 全体における職業に対する自己効力感の変容 
平均  S.D. 平均  S.D.
3.32 0.84 4.09 0.58
平均  S.D. 平均  S.D.





 ** : p <0.01



























平均  S.D. 平均  S.D.
3.56 0.61 4.05 0.52
平均  S.D. 平均  S.D.
3.75 0.59 4.16 0.46
群間の差の検定
「適応資質効力感」因子 t (7)＝1.40 n.s.
「専門性効力感」因子 t (7)＝8.92 **
就職後
 ** : p <0.01
在籍時
表Ⅸ-5 非関連業種就職群おける職業に対する自己効力感の変容 
平均  S.D. 平均  S.D.
3.05 1.03 4.14 0.67
平均  S.D. 平均  S.D.





 ** : p <0.01
在籍時 就職後 群間の差の検定



































   また，やったことがない仕事を任された時などに，自信はなくなります。例えば，比較検査






































































 うよ。でも，分からないことは，素直に誰かに聞く頼る力も身につける事も大事だよ。」  








































































- 104 - 













































第 3 章では，第 2 章で抽出した職業に対する自己効力感 2 因子の進路指導上の妥当性を検討す







れた。これらの反応から，第 2 章で抽出した 2 因子の妥当性が確認された。 
 
1.3工業高校生のキャリア成熟が職業に対する自己効力感に及ぼす影響 












続いて第 5 章では，工業高校 3 学年を対象に，自らの進路選択に対して自己概念の影響が最も



















































進路に対する意識は，具体的な進路を決定する 10 月前後に水準の低下する V 字型の傾向を示す
ことが示唆された。これに対して職業に対する自己効力感の推移傾向は，変動の幅が狭く，3 学





























第4章 キャリア成熟 第5章 自己概念
第3章 職業に対する自己効力感形成期待と基礎的・汎用的能力，及び社会人基礎力と合致
人間関係・社会形成能力 課題対応能力 自己理解・自己管理能力 キャリアプランニング能力
前に踏み出す力 考え抜く力 チームで働く力

















































































































F1  「適応資質効力感」因子 F2  「専門性効力感」因子
基礎的・汎用的能力(4能力)
社会人基礎力(3能力12要素)
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3.1  学年の進行に応じた進路指導のあり方 
第一に，本研究の第 4 章の知見を踏まえると，キャリア成熟と職業に対する自己効力感との関
連性を踏まえた学年進行に伴う進路指導の重要性である。第 4 章では，職業に対する自己効力感























3.2  進路指導における指導のポイント 
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